



























































































































































































































































































































































































































































豊 田 市 918㎢ 424789人 有 豊田市地域おこし協力隊 1
新 城 市 499㎢ 48093人 有 新城市地域おこし協力隊 4
設 楽 町 273㎢ 5127人 有 設楽町地域おこし協力隊 2
東 栄 町 123㎢ 3684人 無 燈栄隊 5
豊 根 村 155㎢ 1192人 有 豊根村地域おこし協力隊 3
岐阜県
恵 那 市 504㎢ 51737人 有 恵那市地域おこし協力隊 2
山 県 市 221㎢ 27927人 有 山県市地域おこし協力隊 8
飛 騨 市 792㎢ 25183人 有 飛騨市地域おこし協力隊 4
本 巣 市 374㎢ 35006人 有 本巣市地域おこし協力隊 2
郡 上 市 1030㎢ 43318人 無 郡上市地域おこし協力隊 5
下 呂 市 852㎢ 33867人 有 下呂市地域おこし協力隊 3
七 宗 町 90㎢ 4192人 無 七宗町地域おこし協力隊 3
八百津町 128㎢ 10886人 無 八百津町地域おこし協力隊 2
白 川 町 237㎢ 8729人 無 白川町地域おこし協力隊 8
東白川村 87㎢ 2383人 無 東白川村地域おこし協力隊 5
白 川 村 357㎢ 1580人 無 白川村地域おこし協力隊 7
三重県
尾 鷲 市 192㎢ 18787人 無 尾鷲市地域おこし協力隊 7
鳥 羽 市 107㎢ 19824人 無 鳥羽市地域おこし協力隊 6
熊 野 市 373㎢ 17700人 有 熊野市地域おこし協力隊 13
いなべ市 219㎢ 45848人 有 いなべ市地域おこし協力隊 10
志 摩 市 179㎢ 52312人 有 志摩市地域おこし協力隊 1




上 松 町 168㎢ 4758人 無 上松町地域おこし協力隊 2
木 曽 町 476㎢ 11698人 有 木曽町地域おこし協力隊 6
南木曽町 215㎢ 4357人 無 南木曽町地域おこし協力隊 5
王 滝 村 310㎢ 811人 無 王滝村地域おこし協力隊 8














































































































付）を事例として挙げている（図司 2013a p. 128）。また、（団塊世代のふるさと回帰より
も）「未知な生活空間に関心を寄せる学生、自分探しのきっかけを求める団塊ジュニア世




















































































































と回答したのは20.4％で３番目に多かったとしている（中尾・平野 2016 p. 11）。
また浅井らも隊員になった理由として「田舎暮らしに興味があったから」との回








31） 同上 p. 62。
32） 同上 p. 58。






























34） 同上 p. 63。
35） 同上 p. 65。



























37） 同上 p. 64。
38） 同上 p. 67。
39） 同上 p. 65。
40） 同上 p. 66。
41） 同上 p. 56。
















古川 前掲 p. 293）。本田によれば、「「好きなこと」や「やりたいこと」を仕事
にすることが望ましいという規範は（中略）すでに若者のあいだに広く根づい











を活かせる」（22.6％）が最も多かったとしている（中尾・平野 前掲 p. 11）。
43） 同上 p. 56。

































47） 同上 p. 55。





























































50） 同上 p. 53。

































































































倉・今井・敷田 2015 p. 43）があることや、（現場の隊員の声として）「「協力
隊と地域住民とで「地域おこしへの情熱」に温度差があり、協力隊の活動がう










のズレ」（図司 2012 p. 27）、「地域システムに対して自身の役割が見いだせな
いと感じてしまっている状況」（沼倉・今井・敷田 前掲 p. 45）について指摘
されている。
　「活動内容に関して、「募集内容（ミッション）と現実のギャップがある」」
（高岸・木南 2012 p. 3）、「実際の活動にギャップを感じる」「役場の業務の延
長上でしかない。臨時職員と同じ扱い」「役場職員の代用でモチベーションが






　また、「単なる「お手伝いさん」になり下がっている」（図司 2013a p. 128）、
「地域から「生活支援活動」ばかりを求められ、日々変化のない活動に隊員の




















































ないことが多い」（沼倉・今井・敷田 前掲 p. 39）、（現場の自治体担当者の声
として）「協力隊が何をしていいか分からず、具体的な活動に移せないケース
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